
山
梨
県
公
報
号
外　
　

第
十
四
号　
　

令
和
元
年
七
月
十
二
日

定
価（
消
費
税
込
）一
箇
年　

一
七
、二
八
〇
円
（
郵
送
料
を
含
む
。）

�

金 曜 日

号
外
第
十
四
号

　

令
和
元
年

七
月
十
二
日　

山
梨
県
公
報

　
　
　
　
　
　

目　
　
　

次

　
　
　
　

規　
　
　

則

○
山
梨
県
議
会
の
議
員
そ
の
他
非
常
勤
の
職
員
の
公
務
災
害
補
償
等
に
関
す
る
条
例
施
行

	

一

　

規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

○
山
梨
県
県
税
条
例
施
行
規
則
及
び
山
梨
県
県
税
条
例
施
行
規
則
及
び
山
梨
県
営
住
宅
設

	

二

　

置
及
び
管
理
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

○
山
梨
県
立
子
ど
も
心
理
治
療
セ
ン
タ
ー
う
ぐ
い
す
の
杜も
り

設
置
及
び
管
理
条
例
施
行
規
則	

八

　
　
　
　

訓　
　
　

令

○
山
梨
県
職
員
の
勤
務
時
間
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令	

九

○
山
梨
県
職
員
の
勤
務
時
間
の
特
例
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令	

一
〇

　
　
　
　

教
育
委
員
会

○
職
員
の
勤
務
時
間
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令	

一
〇

　
　
　
　

人
事
委
員
会

○
特
殊
勤
務
手
当
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則	

一
二

○
山
梨
県
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
日
及
び
休
暇
に
関
す
る
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る

	

一
二

　

規
則

　
　
　
　

そ　

の　

他

○
山
梨
県
議
会
職
員
の
勤
務
時
間
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令	
一
五

　
　
　
　
　
　

規　
　
　

則

山
梨
県
規
則
第
四
号

　

山
梨
県
議
会
の
議
員
そ
の
他
非
常
勤
の
職
員
の
公
務
災
害
補
償
等
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部

を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

　
　

令
和
元
年
七
月
十
二
日

	

山
梨
県
知
事	

長　
　

崎　
　

幸
太
郎

　
　
　

�

山
梨
県
議
会
の
議
員
そ
の
他
非
常
勤
の
職
員
の
公
務
災
害
補
償
等
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の

一
部
を
改
正
す
る
規
則

　

山
梨
県
議
会
の
議
員
そ
の
他
非
常
勤
の
職
員
の
公
務
災
害
補
償
等
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
（
昭
和

四
十
三
年
山
梨
県
規
則
第
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

本
則
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
の
前
日
ま
で
の
間
に
支
給
す
べ
き
事
由
が
生
じ
た
補
償
等
の
特
例
）

第�

二
十
七
条　

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
の
前
日
ま
で
の
間
に
支
給
す
べ
き
事
由
が
生
じ
た
条
例
の
規

定
に
よ
る
補
償
及
び
福
祉
事
業
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
補
償
等
」
と
い
う
。
）
の
う
ち
、
平
成

三
十
一
年
四
月
一
日
前
に
算
定
さ
れ
た
補
償
基
礎
額
を
基
礎
と
し
て
支
払
わ
れ
た
補
償
等
の
額
（
条

例
の
規
定
に
よ
る
年
金
た
る
補
償
並
び
に
第
十
七
条
の
規
定
に
よ
る
年
金
た
る
傷
病
特
別
給
付
金
、

障
害
特
別
給
付
金
及
び
遺
族
特
別
給
付
金
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
年
金
た
る
補
償
等
」
と
い

う
。
）
に
あ
つ
て
は
、
条
例
第
十
六
条
に
お
い
て
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
る
地
方
公
務
員
災
害
補
償

法
第
四
十
条
第
三
項
に
規
定
す
る
支
払
期
月
（
同
項
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
同

項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
り
支
払
う
も
の
と
さ
れ
る
月
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
支
払
期
月
」
と

い
う
。
）
に
そ
れ
ぞ
れ
支
払
わ
れ
た
額
の
合
計
額
）
は
、
第
一
号
に
掲
げ
る
額
か
ら
第
二
号
に
掲
げ

る
額
を
控
除
し
て
得
た
額
（
そ
の
額
が
零
を
下
回
る
場
合
に
は
、
零
と
す
る
。
）
及
び
第
三
号
に
掲

げ
る
額
を
第
二
号
に
掲
げ
る
額
に
加
え
た
額
と
す
る
。

　

一�　

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
以
後
に
算
定
さ
れ
た
補
償
基
礎
額
を
基
礎
と
し
て
支
払
わ
れ
る
額

（
年
金
た
る
補
償
等
に
あ
つ
て
は
、
支
払
期
月
に
そ
れ
ぞ
れ
支
払
わ
れ
る
額
の
合
計
額
）

　

二�　

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
前
に
算
定
さ
れ
た
補
償
基
礎
額
を
基
礎
と
し
て
支
払
わ
れ
た
額
（
年

金
た
る
補
償
等
に
あ
つ
て
は
、
支
払
期
月
に
そ
れ
ぞ
れ
支
払
わ
れ
た
額
の
合
計
額
）

　

三�　

次
の
イ
又
は
ロ
に
掲
げ
る
補
償
等
に
関
す
る
区
分
に
従
い
、
当
該
イ
又
は
ロ
に
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
り
算
定
さ
れ
る
額

　
　

イ�　

年
金
た
る
補
償
等　

第
一
号
の
支
払
期
月
に
そ
れ
ぞ
れ
支
払
わ
れ
る
額
か
ら
第
二
号
の
支
払

期
月
に
そ
れ
ぞ
れ
支
払
わ
れ
た
額
を
控
除
し
て
得
た
額
（
そ
の
額
が
零
を
下
回
る
場
合
に
は
、

零
と
す
る
。
）
に
、
当
該
年
金
た
る
補
償
等
の
支
給
の
対
象
と
さ
れ
た
月
を
基
準
と
し
て
知
事

が
定
め
る
率
を
乗
じ
て
得
た
額
の
合
計
額

　
　

ロ�　

年
金
た
る
補
償
等
以
外
の
補
償
等　

第
一
号
に
掲
げ
る
額
か
ら
第
二
号
に
掲
げ
る
額
を
控
除

し
て
得
た
額
（
そ
の
額
が
零
を
下
回
る
場
合
に
は
、
零
と
す
る
。
）
に
、
同
号
に
掲
げ
る
額
が

支
給
さ
れ
た
日
を
基
準
と
し
て
知
事
が
定
め
る
率
を
乗
じ
て
得
た
額

2
�　

前
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
同
項
の
規
定
に
よ
る
支
給
の
実
施
の
た
め
に
必
要
な
事
項
は
、
実

施
機
関
が
定
め
る
。

　
　
　

附　

則

　

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
後
の
山
梨
県
議
会
の
議
員
そ
の
他

非
常
勤
の
職
員
の
公
務
災
害
補
償
等
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
規
定
は
、
平
成
三
十
一
年
四
月
一
日

か
ら
適
用
す
る
。



山
梨
県
公
報
号
外　
　

第
十
四
号　
　

令
和
元
年
七
月
十
二
日

�

山
梨
県
規
則
第
五
号

　

山
梨
県
県
税
条
例
施
行
規
則
及
び
山
梨
県
県
税
条
例
施
行
規
則
及
び
山
梨
県
営
住
宅
設
置
及
び
管
理

条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

　
　

令
和
元
年
七
月
十
二
日

	

山
梨
県
知
事	

長　
　

崎　
　

幸
太
郎

　
　
　

�

山
梨
県
県
税
条
例
施
行
規
則
及
び
山
梨
県
県
税
条
例
施
行
規
則
及
び
山
梨
県
営
住
宅
設
置
及
び

管
理
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

（
山
梨
県
県
税
条
例
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第�

一
条　

山
梨
県
県
税
条
例
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
六
年
山
梨
県
規
則
第
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。

　

�　

第
五
条
の
八
第
二
項
中
「
有
す
る
個
人
の
事
業
税
」
の
下
に
「
又
は
自
動
車
税
の
種
別
割
（
証
紙

徴
収
の
方
法
に
よ
り
徴
収
す
る
も
の
を
除
く
。
以
下
こ
の
項
及
び
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
」
を
、

「
に
よ
り
個
人
の
事
業
税
」
の
下
に
「
又
は
自
動
車
税
の
種
別
割
」
を
加
え
、
同
条
第
三
項
中
「
事

業
税
」
の
下
に
「
又
は
自
動
車
税
の
種
別
割
」
を
加
え
る
。

　

�　

第
二
十
二
条
の
十
（
見
出
し
を
含
む
。
）
中
「
農
地
利
用
集
積
円
滑
化
団
体
等
」
を
「
農
地
中
間

管
理
機
構
」
に
改
め
る
。

　

�　

第
六
十
五
条
第
一
項
第
四
号
中
「
日
本
工
業
規
格
」
を
「
日
本
産
業
規
格
」
に
、
「
工
業
標
準
化

法
」
を
「
産
業
標
準
化
法
」
に
、
「
第
十
七
条
第
一
項
」
を
「
第
二
十
条
第
一
項
」
に
改
め
る
。

　

�　

附
則
第
十
一
項
中
「
条
例
附
則
第
十
二
条
の
五
第
二
項
」
を
「
条
例
附
則
第
十
二
条
の
五
第
一

項
」
に
改
め
る
。

　
　

第
三
号
様
式
（
そ
の
五
）
の
次
に
次
の
一
様
式
を
加
え
る
。



山
梨
県
公
報
号
外　
　

第
十
四
号　
　

令
和
元
年
七
月
十
二
日

�

（その５の２） 
 
  
 

山梨県 
自動車税（種別割）納税通知書 

（口座振替用）  

 

  

住
所
（
所
在
地
）・
氏
名
（
名
称
） 

殿 

年度 登録番号 

 

納期限 

（振替日） 
年   月   日 

税額 

（税率） 
円 

賦課の根拠 

地方税法第１４５条及び山梨県県

税条例第１１４条 

 

 上記金額を振替納付の届出をされた貴殿の金融機関の口座から振り替えさせていただ

きます。 

 

 

年  月  日           

 

山梨県総合県税事務所長    印       

 

（その 5の 2）



山
梨
県
公
報
号
外　
　

第
十
四
号　
　

令
和
元
年
七
月
十
二
日

�

（裏 面） 

○ 納期の末日に振替納付がなかつた場合 

 １ 延滞金 

   納期限の日に振替納付がなかつた場合は、その納期限の翌日から納付の日までの

期間の日数に応じ、納付されない税額（当該税額に１,０００円未満の端数がある

とき又はその全額が２,０００円未満であるときは、その端数又はその全額を切り

捨てる。）に、次の（１）及び（２）の期間の区分ごとに当該（１）及び（２）に

掲げる割合を乗じて得た額の合計額（当該合計額に１００円未満の端数があるとき

又はその全額が１,０００円未満であるときは、その端数又はその全額を切り捨て

る。）を延滞金として納めなければなりません。 

   （１） 納期限の翌日から１月を経過する日までの期間 

     年７.３％の割合（特例基準割合（当該期間の属する各年の前年の租税特別措

置法第９３条第２項の規定により告示された割合に年１％の割合を加算した割

合をいう。（２）において同じ。）が年７.３％の割合に満たない場合は、その

年中においては当該特例基準割合に年１％の割合を加算した割合（当該加算し

た割合が年７.３％の割合を超える場合は、年７.３％の割合）） 

   （２） 納期限の翌日から１月を経過する日後の期間 

     年１４.６％の割合（特例基準割合が年７.３％の割合に満たない場合は、そ

の年中においては当該特例基準割合に年７.３％の割合を加算した割合） 

 ２ 滞納処分 

   納期限までに税金を完納しないため、督促を受け、かつ、その督促状を発した日

から起算して１０日を経過した日までにこの税金に係る徴収金を完納しない場合に

おいては、滞納処分を受けることになります。 

○ この処分に不服がある場合 

  この処分について不服があるときは、この通知を受けた日の翌日から起算して３月

以内に知事に対して審査請求をすることができます。この処分の取消しを求める訴え

は、前記の審査請求に対する裁決の送達を受けた日の翌日から起算して６月以内に県

を被告として（知事が被告の代表者となります。）提起することができます。なお、

処分の取消しの訴えは、原則として前記の審査請求に対する裁決を経た後でなければ

提起することができません。ただし、①審査請求があつた日から３月を経過しても裁

決がないとき、②処分、処分の執行又は手続の続行により生ずる著しい損害を避ける

ため緊急の必要があるとき、③その他裁決を経ないことにつき正当な理由があるとき

は、裁決を経ないでも処分の取消しの訴えを提起することができます。 

 

 

（裏面）



山
梨
県
公
報
号
外　
　

第
十
四
号　
　

令
和
元
年
七
月
十
二
日

�

　

�　

第
六
十
九
号
様
式
か
ら
第
七
十
一
号
様
式
ま
で
の
規
定
中
「農

地
利
用
集
積
円
滑
化
団
体
等

」
を

「農
地
中
間
管
理
機
構

」
に
改
め
る
。

　
　

第
七
十
九
号
様
式
中
「国

民
体
育
大
会
分

」
を
「国

民
ス
ポ

ツ
大
会
分

」
に
改
め
る
。

（
山
梨
県
県
税
条
例
施
行
規
則
及
び
山
梨
県
営
住
宅
設
置
及
び
管
理
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す

る
規
則
の
一
部
改
正
）

第�

二
条　

山
梨
県
県
税
条
例
施
行
規
則
及
び
山
梨
県
営
住
宅
設
置
及
び
管
理
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を

改
正
す
る
規
則
（
平
成
二
十
九
年
山
梨
県
規
則
第
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　
　

第
一
条
の
う
ち
山
梨
県
県
税
条
例
施
行
規
則
第
五
条
の
八
第
四
項
の
改
正
規
定
を
削
る
。

　
　

第
一
条
の
う
ち
山
梨
県
県
税
条
例
施
行
規
則
第
十
八
条
の
改
正
規
定
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

　

�　

第
十
八
条
中
「
地
方
法
人
特
別
税
」
を
「
特
別
法
人
事
業
税
又
は
地
方
法
人
特
別
税
（
地
方
税
法

等
の
一
部
を
改
正
す
る
等
の
法
律
（
平
成
二
十
八
年
法
律
第
十
三
号
）
附
則
第
三
十
一
条
第
二
項
の

規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
た
同
法
第
九
条
の
規
定
に
よ
る
廃
止
前
の
地
方

法
人
特
別
税
等
に
関
す
る
暫
定
措
置
法
（
平
成
二
十
年
法
律
第
二
十
五
号
）
に
規
定
す
る
地
方
法
人

特
別
税
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
」
に
改
め
る
。

　

�　

第
一
条
の
う
ち
山
梨
県
県
税
条
例
施
行
規
則
第
十
九
条
第
三
項
の
改
正
規
定
の
次
に
次
の
改
正
規

定
を
加
え
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　

「
法
人
県
民
税

　
　
　
　
　
　
　
　
　

「
法
人
県
民
税

法
人
事
業
税

　
　

第
二
十
条
の
四
中　

法
人
事
業
税　
　

更
正
・
決
定
・
加
算
金
決
定
通
知
書　

を

特
別
法
人
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

地
方
法
人
特
別
税　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

地
方
法
人
特

　　　
　
　

更
正
・
決
定
・
加
算
金
決
定
通
知
書　

に
改
め
る
。

　

業
税

　

別
税　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

　
　

第
二
十
一
条
の
六
の
見
出
し
中
「
及
び
」
の
下
に
「
特
別
法
人
事
業
税
又
は
」
を
加
え
、
同
条
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

「
法
人
県
民
税

　

「
法
人
県
民
税

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

法
人
事
業
税

　
　

法
人
事
業
税　
　

更
正
・
決
定
・
加
算
金
決
定
通
知
書　

を　
　
　
　
　
　
　
　

更
正
・
決
定
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

特
別
法
人
事
業
税

　
　

地
方
法
人
特
別
税　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

地
方
法
人
特
別
税

　

加
算
金
決
定
通
知
書　

に
改
め
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

　

�　

第
一
条
の
う
ち
山
梨
県
県
税
条
例
施
行
規
則
第
二
十
一
条
の
七
の
改
正
規
定
を
次
の
よ
う
に
改
め

る
。

　

�　

第
二
十
一
条
の
七
の
見
出
し
中
「
及
び
」
の
下
に
「
特
別
法
人
事
業
税
又
は
」
を
加
え
、
同
条
中

「
法
人
事
業
税
・
地
方
法
人
特
別
税
徴
収
猶
予
申
請
書
」
を
「
法
人
事
業
税
・
特
別
法
人
事
業
税
・

地
方
法
人
特
別
税
徴
収
猶
予
申
請
書
」
に
改
め
る
。

　

�　

第
一
条
の
う
ち
山
梨
県
県
税
条
例
施
行
規
則
第
十
二
号
様
式
か
ら
第
十
四
号
様
式
ま
で
の
改
正
規

定
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

　

�　

第
十
二
号
様
式
（
そ
の
一
）
備
考
中
「及

び
地
方
法
人
特
別
税

」
を
「及

び
特
別
法
人
事
業
税
又

は
地
方
法
人
特
別
税

（地
方
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
等
の
法
律

（平
成
二
十
八
年
法
律
第
十
三

号

）附
則
第
三
十
一
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
た
同
法
第

九
条
の
規
定
に
よ
る
廃
止
前
の
地
方
法
人
特
別
税
等
に
関
す
る
暫
定
措
置
法

（平
成
二
十
年
法
律

第
二
十
五
号

）に
規
定
す
る
地
方
法
人
特
別
税
を
い
う

。
）
」
に
、
「自

動
車
税
及
び
自
動
車
取
得

税

」
を
「自

動
車
税

」
に
改
め
、
同
様
式
（
そ
の
二
）
中
「法

人
事
業
税
・
地
方
法
人
特
別
税

」
を

「法
人
事
業
税
・
特
別
法
人
事
業
税
又
は
地
方
法
人
特
別
税

」
に
、
「地

方
法
人
特
別
税
額

」
を

「特
別
法
人
事
業
税
額
又
は
地
方
法
人
特
別
税
額

」
に
改
め
る
。

　

�　

第
十
三
号
様
式
（
そ
の
一
） 

備
考
中
「及

び
地
方
法
人
特
別
税

」
を
「及

び
特
別
法
人
事
業
税

又
は
地
方
法
人
特
別
税

（地
方
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
等
の
法
律

（平
成
二
十
八
年
法
律
第

十
三
号

）附
則
第
三
十
一
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
た
同

法
第
九
条
の
規
定
に
よ
る
廃
止
前
の
地
方
法
人
特
別
税
等
に
関
す
る
暫
定
措
置
法

（平
成
二
十
年
法

律
第
二
十
五
号

）に
規
定
す
る
地
方
法
人
特
別
税
を
い
う

。
）
」
に
、
「自

動
車
税
及
び
自
動
車
取

得
税

」
を
「自

動
車
税

」
に
改
め
、
同
様
式
（
そ
の
二
）
中
「法

人
事
業
税
・
地
方
法
人
特
別
税

」

を
「法

人
事
業
税
・
特
別
法
人
事
業
税
又
は
地
方
法
人
特
別
税

」
に
、
「地

方
法
人
特
別
税
額

」
を

「特
別
法
人
事
業
税
額
又
は
地
方
法
人
特
別
税
額

」
に
改
め
る
。

　

�　

第
十
四
号
様
式
（
そ
の
一
）
備
考
中
「及

び
地
方
法
人
特
別
税

」
を
「及

び
特
別
法
人
事
業
税
又

は
地
方
法
人
特
別
税

（地
方
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
等
の
法
律

（平
成
二
十
八
年
法
律
第
十
三

号

）附
則
第
三
十
一
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
た
同
法
第

九
条
の
規
定
に
よ
る
廃
止
前
の
地
方
法
人
特
別
税
等
に
関
す
る
暫
定
措
置
法

（平
成
二
十
年
法
律

第
二
十
五
号

）に
規
定
す
る
地
方
法
人
特
別
税
を
い
う

。
）
」
に
、
「自

動
車
税
及
び
自
動
車
取
得

税
」
を
「自

動
車
税

」
に
改
め
、
同
様
式
（
そ
の
二
）
中
「法

人
事
業
税
・
地
方
法
人
特
別
税

」
を

「法
人
事
業
税
・
特
別
法
人
事
業
税
又
は
地
方
法
人
特
別
税

」
に
、
「地

方
法
人
特
別
税
額

」
を

「特
別
法
人
事
業
税
額
又
は
地
方
法
人
特
別
税
額

」
に
改
め
る
。

　

�　

第
一
条
の
う
ち
山
梨
県
県
税
条
例
施
行
規
則
第
十
六
号
様
式
の
改
正
規
定
を
次
の
よ
う
に
改
め

る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

「軽
油
引
取
税

　
　
　
　
　
　
　
　
　

「自
動
車
税

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
自
動
車
税

（種
別
割

）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鉱
区
税

　
　

第
十
六
号
様
式
中　
　
　
　
　
　
　
　
　

を　

鉱
区
税

　
　
　
　
　
　
　

に
改
め
る
。
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軽
油
引
取
税

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
特
別
法
人
事
業
税

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
地
方
法
人
特
別
税

」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
地
方
法
人
特
別
税　
　

」

　

�　

第
一
条
の
う
ち
山
梨
県
県
税
条
例
施
行
規
則
第
三
十
一
号
様
式
（
そ
の
二
）
の
改
正
規
定
を
次
の

よ
う
に
改
め
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

「法
人
県
民
税

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

「法
人
県
民
税

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
法
人
事
業
税

　
　

第
三
十
一
号
様
式
（
そ
の
二
）
中　

法
人
事
業
税　
　
予
納
申
出
書

　

を　
　
　
　
　
　
　
　

予
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
特
別
法
人
事
業
税

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
地
方
法
人
特
別
税

　
　
　
　
　

」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
地
方
法
人
特
別
税

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

�納
申
出
書

　

に
、
「法

人
事
業
税
・
地
方
法
人
特
別
税

」
を
「法

人
事
業
税
・
特
別
法
人
事
業
税
又

　　
　
　
　
　

」

　　

�は
地
方
法
人
特
別
税

」
に
、
「地

方
法
人
特
別
税
額

」
を
「特

別
法
人
事
業
税
額
又
は
地
方
法
人
特

別
税
額

」
に
改
め
る
。

　

�　

第
一
条
の
う
ち
山
梨
県
県
税
条
例
施
行
規
則
第
三
十
四
号
様
式
（
そ
の
一
）
の
改
正
規
定
中
「及

び
法
人
事
業
税

」
を
「、

法
人
事
業
税
及
び
特
別
法
人
事
業
税
又
は
地
方
法
人
特
別
税

（地
方
税
法

等
の
一
部
を
改
正
す
る
等
の
法
律

（平
成
二
十
八
年
法
律
第
十
三
号
）附

則
第
三
十
一
条
第
二
項
の

規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
た
同
法
第
九
条
の
規
定
に
よ
る
廃
止
前
の
地
方

法
人
特
別
税
等
に
関
す
る
暫
定
措
置
法

（平
成
二
十
年
法
律
第
二
十
五
号

）に
規
定
す
る
地
方
法
人

特
別
税
を
い
う

。
）
」
に
改
め
る
。

　

�　

第
一
条
の
う
ち
山
梨
県
県
税
条
例
施
行
規
則
第
三
十
八
号
様
式
（
そ
の
一
）
備
考
の
改
正
規
定
中

「及
び
法
人
事
業
税

」
を
「、

法
人
事
業
税
及
び
特
別
法
人
事
業
税
又
は
地
方
法
人
特
別
税

（地
方
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
等
の
法
律

（平
成
二
十
八
年
法
律
第
十
三
号

）附
則
第
三
十
一
条
第

二
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
た
同
法
第
九
条
の
規
定
に
よ
る
廃
止
前

の
地
方
法
人
特
別
税
等
に
関
す
る
暫
定
措
置
法

（平
成
二
十
年
法
律
第
二
十
五
号

）に
規
定
す
る
地

方
法
人
特
別
税
を
い
う

。
）
」
に
改
め
る
。

　

�　

第
一
条
の
う
ち
山
梨
県
県
税
条
例
施
行
規
則
第
三
十
八
号
様
式
（
そ
の
二
）
及
び
同
様
式
（
そ
の

三
）
の
改
正
規
定
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

　

�　

第
三
十
八
号
様
式
（
そ
の
二
）
中
「自

動
車
税

」
を
「自

動
車
税

（種
別
割

）
」
に
改
め
、
同
様

式
（
そ
の
三
）
中
「法

人
事
業
税
・
地
方
法
人
特
別
税

」
を
「法

人
事
業
税
・
特
別
法
人
事
業
税
又

は
地
方
法
人
特
別
税

」
に
、
「地

方
法
人
特
別
税
額

」
を
「特

別
法
人
事
業
税
額
又
は
地
方
法
人
特

別
税
額

」
に
改
め
る
。

　

�　

第
一
条
の
う
ち
山
梨
県
県
税
条
例
施
行
規
則
第
三
十
九
号
様
式
の
改
正
規
定
を
次
の
よ
う
に
改
め

る
。

　

�　

第
三
十
九
号
様
式
中
「自

動
車
取
得
税

」
を
「軽

油
引
取
税

」
に
、
「軽

油
引
取
税

」
を
「自

動
車
税

（環
境
性
能
割

）
」
に
、
「自

動
車
税

」
を
「自

動
車
税

（種
別
割

）
」
に
、
「地

方
法
人
特

別
税

」
を
「特
別
法
人
事
業
税
又
は
地
方
法
人
特
別
税

」
に
改
め
る
。

　

�　

第
一
条
の
う
ち
山
梨
県
県
税
条
例
施
行
規
則
第
三
十
九
号
様
式
の
改
正
規
定
の
次
に
次
の
改
正
規

定
を
加
え
る
。

　
　

第
四
十
五
号
様
式
表
面
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。
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第45号様式（第20条の 4、第21条の 6関係）第４５号様式（第２０条の４、第２１条の６関係） 

第     号  

年  月  日 

 所在地 

 法人名                     殿 

山梨県総合県税事務所長 印  

法人県民税   

法人事業税   

特別法人事業税 

地方法人特別税 

更正・決定・加算金決定通知書 

  次のとおり、更正（決定）及び加算金決定したので通知します。この通知による不足金額及び加算金額は、指定した納期限までに納付して

ください。 

 事業年度   年  月  日から  年  月  日まで 指定納期限   年  月  日  

税目 区分 更正決定による額

（円） 

既に納付の確定し

た額（円） 
差引過不足額（円） 

法
人
県
民
税 

法
人
税
割
・
均
等
割 

課税標準となる法人税額又は個別帰属法人税額 ①       

法人税割額（税率  ％） ②     

道府県民税の特定寄付金税額控除 ③     

外国関係会社等に係る控除対象所得税額等相当額又は個別

控除対象所得税額等相当額の控除額 ④ 

  

外国の法人税等の額の控除額 ⑤     

仮装経理に基づく法人税割額の控除額 ⑥     

利子割額の控除額（⑭）  ⑦     

差引法人税割額（②－③－④－⑤－⑥－⑦）  ⑧       

租税条約の実施に係る法人税割額の控除額 ⑨       

既還付利子割額が過大である場合の納付額（⑰）  ⑩       

均等割額（  ×  ／１２）  ⑪       

計（⑧－⑨＋⑩＋⑪）  ⑫       
計
算
内
訳 

利
子
割
に
関
す
る 

控除されるべき利子割額 ⑬       

控除した利子割額 ⑭     

控除しきれなかつた利子割額 ⑮     

既に還付した利子割額 ⑯     

過還付の利子割の納付額 ⑰       

今回還付利子割額（⑮－⑯）  ⑱       

法
人
事
業
税 

課
税
標
準 

年４００万円以下の所得金額 ⑲       

年４００万円を超え年８００万円以下の所得金額又は特別

法人の年４００万円を超える所得金額 ⑳ 

    

年８００万円を超える所得金額又は軽減税率不適用法人の

所得金額 ○２１ 

    

計（⑲＋⑳＋○２１） ○２２     

付加価値額 ○２３     

資本金等の額 ○２４     

収入金額 ○２５     

税
額 

⑲に対する税額（税率  ％） ○２６     

⑳に対する税額（税率  ％） ○２７     

○２１に対する税額（税率  ％） ○２８     

○２３に対する税額（税率  ％） ○２９     

○２４に対する税額（税率  ％） ○３０     

○２５に対する税額（税率  ％） ○３１     

計（○２６＋○２７＋○２８＋○２９＋○３０＋○３１） ○３２       

平成２７年改正法附則第８条又は平成２８年改正法附則第

５条の控除額 ○３３ 

      

事業税の特定寄付金税額控除 ○３４       

仮装経理に基づく事業税額の控除額 ○３５       

租税条約の実施に係る事業税額の控除額 ○３６       

条例に基づく課税免除等の税額控除額 ○３７       

計（○３２－○３３－○３４－○３５－○３６－○３７） ○３８       

人
特
別
税 

特
別
法
人
事
業
税
又
は
地
方
法 

標
準 

課
税 

基準法人所得割額 ○３９       

基準法人収入割額 ○４０     

税
額 

○３９に対する税額（税率  ％） ○４１     

○４０に対する税額（税率  ％） ○４２     

計（○４１＋○４２） ○４３       

仮装経理に基づく特別法人事業税額又は地方法人特別税額

の控除額 ○４４ 

      

租税条約の実施に係る特別法人事業税額又は地方法人特別

税額の控除額 ○４５ 

      

計（○４３－○４４－○４５） ○４６       

  

加
算
金 

区分 計算の基礎となる法

人事業税額及び特別

法人事業税額又は地

方法人特別税額（円） 

割合（％） 加算金額（円） 既に納付の確定し

た額（円） 

差引過不足額（円） 

○４７ 

○４８ 

          

重加算金 ○４９           

  



山
梨
県
公
報
号
外　
　

第
十
四
号　
　

令
和
元
年
七
月
十
二
日

�

　
�　

第
一
条
の
う
ち
山
梨
県
県
税
条
例
施
行
規
則
第
四
十
九
号
様
式
の
二
の
改
正
規
定
中
「法

人
事
業

税
徴
収
猶
予
申
請
書

」
を
「法

人
事
業
税
・
特
別
法
人
事
業
税
・
地
方
法
人
特
別
税
徴
収
猶
予
申
請

書
」
に
、
「
「納

付
す
べ
き
事
業
税
額

」
」
を
「
「納

付
す
べ
き
事
業
税
額
及
び
特
別
法
人
事
業
税

額
又
は
地
方
法
人
特
別
税
額

」
」
に
改
め
る
。

　

�　

第
一
条
の
う
ち
、
山
梨
県
県
税
条
例
施
行
規
則
第
九
十
三
号
様
式
の
九
の
次
に
八
様
式
を
加
え
る

改
正
規
定
の
う
ち
第
九
十
三
号
様
式
の
十
一
に
係
る
部
分
中
「自

動
車
税

」
を
削
り
、
第
九
十
三
号

様
式
の
十
二
に
係
る
部
分
中
「自

動
車
税

（環
境
性
能
割

）
」
を
削
る
。

　

�　

第
一
条
の
う
ち
山
梨
県
県
税
条
例
施
行
規
則
第
百
四
号
様
式
の
改
正
規
定
中
「
「自

動
車
税

」
に

改
め
る
」
を
「
削
る
」
に
改
め
る
。

　

�　

附
則
第
二
項
の
改
正
規
定
中
「
第
三
十
九
号
様
式
」
の
下
に
「
、
第
四
十
五
号
様
式
」
を
加
え

る
。

　
　
　

附　

則

（
施
行
期
日
）

1
�　

こ
の
規
則
は
、
令
和
元
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
規
定
は
、

当
該
各
号
に
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。

　

一�　

第
一
条
中
山
梨
県
県
税
条
例
施
行
規
則
第
六
十
五
条
第
一
項
第
四
号
の
改
正
規
定
及
び
第
二
条

の
規
定　

公
布
の
日

　

二�　

第
一
条
中
山
梨
県
県
税
条
例
施
行
規
則
第
二
十
二
条
の
十
、
第
六
十
九
号
様
式
、
第
七
十
号
様

式
及
び
第
七
十
一
号
様
式
の
改
正
規
定　

農
地
中
間
管
理
事
業
の
推
進
に
関
す
る
法
律
等
の
一
部

を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
元
年
法
律
第
十
二
号
）
附
則
第
一
条
第
二
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の

日

　

三　

第
一
条
中
山
梨
県
県
税
条
例
施
行
規
則
第
七
十
九
号
様
式
の
改
正
規
定　

令
和
五
年
一
月
一
日

（
経
過
措
置
）

2
�　

第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
山
梨
県
県
税
条
例
施
行
規
則
（
次
項
に
お
い
て
「
旧
規
則
」
と

い
う
。
）
に
定
め
る
様
式
に
よ
る
用
紙
は
、
当
分
の
間
、
所
要
の
調
整
を
し
て
使
用
す
る
こ
と
が
で

き
る
。

3
�　

こ
の
規
則
の
施
行
の
際
現
に
旧
規
則
の
規
定
に
基
づ
い
て
提
出
さ
れ
て
い
る
書
類
は
、
こ
の
規
則

に
よ
る
改
正
後
の
山
梨
県
県
税
条
例
施
行
規
則
の
規
定
に
基
づ
い
て
提
出
さ
れ
た
書
類
と
み
な
す
。

山
梨
県
規
則
第
六
号

　

山
梨
県
立
子
ど
も
心
理
治
療
セ
ン
タ
ー
う
ぐ
い
す
の
杜も
り

設
置
及
び
管
理
条
例
施
行
規
則
を
次
の
よ
う

に
定
め
る
。

　
　

令
和
元
年
七
月
十
二
日

	

山
梨
県
知
事	

長　
　

崎　
　

幸
太
郎

　
　
　

山
梨
県
立
子
ど
も
心
理
治
療
セ
ン
タ
ー
う
ぐ
い
す
の
杜も
り

設
置
及
び
管
理
条
例
施
行
規
則

（
趣
旨
）

第�

一
条　

こ
の
規
則
は
、
山
梨
県
立
子
ど
も
心
理
治
療
セ
ン
タ
ー
う
ぐ
い
す
の
杜も
り

設
置
及
び
管
理
条
例

（
令
和
元
年
山
梨
県
条
例
第
二
号
。
）
の
施
行
に
関
し
必
要
な
事
項
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

（
定
員
）

第�

二
条　

山
梨
県
立
子
ど
も
心
理
治
療
セ
ン
タ
ー
う
ぐ
い
す
の
杜
（
第
五
条
及
び
第
六
条
に
お
い
て

「
セ
ン
タ
ー
」
と
い
う
。
）
に
お
け
る
児
童
福
祉
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
六
十
四
号
）
第

二
十
七
条
第
一
項
第
三
号
の
規
定
に
よ
る
入
所
に
係
る
定
員
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
区
分
ご

と
に
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
定
め
る
と
お
り
と
す
る
。

区
分

定
員

一　

入
所
部

三
〇
人

二　

通
所
部

一
五
人

（
健
康
管
理
）

第�

三
条　

所
長
は
、
常
に
入
所
者
の
健
康
の
保
持
及
び
衛
生
の
管
理
に
十
分
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

（
災
害
防
止
）

第�

四
条　

所
長
は
、
非
常
災
害
に
備
え
、
常
に
避
難
設
備
等
の
整
備
を
行
う
と
と
も
に
、
入
所
者
の
災

害
訓
練
を
随
時
行
い
、
入
所
者
の
身
体
及
び
生
命
の
保
全
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
帳
簿
等
）

第�

五
条　

所
長
は
、
セ
ン
タ
ー
の
管
理
及
び
運
営
の
状
況
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
入
所
者
の
処
遇
に

関
す
る
帳
簿
の
ほ
か
、
必
要
な
帳
簿
等
を
備
え
置
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
補
則
）

第�
六
条　

こ
の
規
則
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
セ
ン
タ
ー
の
管
理
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
所
長
が
定

め
る
。

　
　
　

附　

則

　

こ
の
規
則
は
、
令
和
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
　
　
　
　
　

訓　
　
　

令



山
梨
県
公
報
号
外　
　

第
十
四
号　
　

令
和
元
年
七
月
十
二
日

�

山
梨
県
訓
令
甲
第
二
号

本　
　
　
　
　
　

庁　
　

出　

先　

機　

関　
　

労
働
委
員
会
事
務
局　
　

　

山
梨
県
職
員
の
勤
務
時
間
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

　
　

令
和
元
年
七
月
十
二
日

	

山
梨
県
知
事	

長　
　

崎　
　

幸
太
郎

　
　
　

山
梨
県
職
員
の
勤
務
時
間
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

　

山
梨
県
職
員
の
勤
務
時
間
に
関
す
る
規
程
（
昭
和
二
十
八
年
山
梨
県
訓
令
甲
第
十
号
）
の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

第
一
条
に
見
出
し
と
し
て
「
（
勤
務
時
間
）
」
を
付
す
。

　

第
二
条
に
見
出
し
と
し
て
「
（
休
憩
時
間
）
」
を
付
す
。

　

第
四
条
に
見
出
し
と
し
て
「
（
委
任
）
」
を
付
し
、
同
条
を
第
十
条
と
す
る
。

�　

第
三
条
に
見
出
し
と
し
て
「
（
週
休
日
の
振
替
の
特
例
）
」
を
付
し
、
同
条
中
「
山
梨
県
職
員
の
勤

務
時
間
、
休
日
及
び
休
暇
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
二
十
八
年
山
梨
県
条
例
第
五
号
）
」
を
「
条
例
」

に
、
「
前
二
条
」
を
「
第
一
条
及
び
第
二
条
」
に
改
め
、
同
条
を
第
九
条
と
し
、
第
二
条
の
次
に
次
の

六
条
を
加
え
る
。

（�

疲
労
の
蓄
積
に
よ
り
心
身
に
負
担
を
与
え
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
の
職
員
の
勤
務
時
間
及
び
休
憩
時

間
の
特
例
）

第�

三
条　

第
一
条
に
規
定
す
る
勤
務
時
間
以
外
の
時
間
に
勤
務
を
命
ぜ
ら
れ
た
場
合
で
あ
つ
て
、
同
条

に
規
定
す
る
勤
務
時
間
に
お
い
て
勤
務
す
る
こ
と
が
疲
労
の
蓄
積
に
よ
り
心
身
に
負
担
を
与
え
る
と

認
め
ら
れ
る
と
き
の
職
員
の
勤
務
時
間
及
び
休
憩
時
間
は
、
前
二
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の

勤
務
時
間
に
つ
い
て
は
、
休
憩
時
間
を
除
い
て
連
続
す
る
七
時
間
四
十
五
分
を
、
午
前
五
時
以
後
の

十
五
分
ご
と
の
時
刻
を
始
業
の
時
刻
と
し
て
、
終
業
の
時
刻
が
午
後
十
時
以
前
と
な
る
よ
う
に
割
り

振
る
も
の
と
し
、
そ
の
休
憩
時
間
に
つ
い
て
は
、
正
午
か
ら
午
後
一
時
ま
で
又
は
午
後
五
時
十
五
分

か
ら
午
後
六
時
十
五
分
ま
で
の
一
時
間
と
す
る
。　

（
早
出
遅
出
勤
務
を
行
う
職
員
の
勤
務
時
間
及
び
休
憩
時
間
の
特
例
）

第�

四
条　

山
梨
県
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
日
及
び
休
暇
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
二
十
八
年
山
梨
県
条
例

第
五
号
。
以
下
「
条
例
」
と
い
う
。
）
第
八
条
の
二
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
五
号
ま
で
の
規
定
に
基

づ
き
早
出
遅
出
勤
務
を
行
う
職
員
の
勤
務
時
間
及
び
休
憩
時
間
は
、
第
一
条
及
び
第
二
条
の
規
定
に

か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
勤
務
時
間
に
つ
い
て
は
、
休
憩
時
間
を
除
い
て
連
続
す
る
七
時
間
四
十
五
分

を
、
午
前
七
時
以
後
の
十
五
分
ご
と
の
時
刻
を
始
業
の
時
刻
と
し
て
、
終
業
の
時
刻
が
午
後
十
時
以

前
と
な
る
よ
う
に
割
り
振
る
も
の
と
し
、
そ
の
休
憩
時
間
に
つ
い
て
は
、
正
午
か
ら
午
後
一
時
ま
で

又
は
午
後
五
時
十
五
分
か
ら
午
後
六
時
十
五
分
ま
で
の
一
時
間
と
す
る
。

2
�　

条
例
第
八
条
の
二
第
一
項
第
六
号
の
規
定
に
基
づ
き
早
出
遅
出
勤
務
を
行
う
職
員
の
勤
務
時
間

は
、
第
一
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
別
表
に
掲
げ
る
勤
務
時
間
の
い
ず
れ
か
を
割
り
振
る
も
の
と

す
る
。

（
休
憩
時
間
を
分
割
す
る
職
員
の
休
憩
時
間
の
特
例
）

第�

五
条　

条
例
第
六
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
職
員
の
休
憩
時
間
を
分
割
す
る
場
合
に
お
け
る
当
該

職
員
の
休
憩
時
間
は
、
第
二
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
正
午
か
ら
午
後
零
時
四
十
五
分
ま
で
又
は

午
後
零
時
十
五
分
か
ら
午
後
一
時
ま
で
の
四
十
五
分
の
ほ
か
、
第
一
条
に
規
定
す
る
勤
務
時
間
の
途

中
に
十
五
分
の
休
憩
時
間
を
置
く
も
の
と
す
る
。

（
休
憩
時
間
を
短
縮
す
る
職
員
の
勤
務
時
間
及
び
休
憩
時
間
の
特
例
）

第�

六
条　

条
例
第
六
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
職
員
の
休
憩
時
間
を
短
縮
す
る
場
合
に
お
け
る
当
該

職
員
の
勤
務
時
間
及
び
休
憩
時
間
は
、
第
一
条
及
び
第
二
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
休
憩
時

間
に
つ
い
て
は
、
正
午
か
ら
午
後
零
時
四
十
五
分
ま
で
又
は
午
後
零
時
十
五
分
か
ら
午
後
一
時
ま
で

の
四
十
五
分
と
し
、
そ
の
勤
務
時
間
に
つ
い
て
は
、
第
一
条
に
規
定
す
る
勤
務
時
間
の
始
業
の
時
刻

を
十
五
分
繰
り
下
げ
た
時
刻
を
始
業
の
時
刻
と
し
、
又
は
同
条
に
規
定
す
る
勤
務
時
間
の
終
業
の
時

刻
を
十
五
分
繰
り
上
げ
た
時
刻
を
終
業
の
時
刻
と
す
る
。

（
休
憩
時
間
を
延
長
す
る
職
員
の
勤
務
時
間
及
び
休
憩
時
間
の
特
例
）

第�

七
条　

条
例
第
六
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
職
員
の
休
憩
時
間
を
延
長
す
る
場
合
に
お
け
る
当
該

職
員
の
勤
務
時
間
及
び
休
憩
時
間
は
、
第
一
条
及
び
第
二
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
休
憩
時

間
に
つ
い
て
は
、
第
二
条
に
規
定
す
る
休
憩
時
間
を
十
五
分
を
単
位
と
し
て
延
長
し
た
時
間
と
し
、

そ
の
勤
務
時
間
に
つ
い
て
は
、
第
一
条
に
規
定
す
る
勤
務
時
間
の
始
業
の
時
刻
を
当
該
延
長
し
た
休

憩
時
間
と
同
一
の
時
間
繰
り
上
げ
た
時
刻
を
始
業
の
時
刻
と
し
、
又
は
同
条
に
規
定
す
る
勤
務
時
間

の
終
業
の
時
刻
を
当
該
延
長
し
た
休
憩
時
間
と
同
一
の
時
間
繰
り
下
げ
た
時
刻
を
終
業
の
時
刻
と
す

る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
始
業
の
時
刻
は
午
前
七
時
以
後
に
、
終
業
の
時
刻
は
午
後
十
時
以
前
に

設
定
す
る
も
の
と
す
る
。

（
休
憩
時
間
を
追
加
す
る
職
員
の
勤
務
時
間
及
び
休
憩
時
間
の
特
例
）

第�
八
条　

条
例
第
六
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
職
員
の
休
憩
時
間
を
追
加
す
る
場
合
に
お
け
る
当
該

職
員
の
勤
務
時
間
及
び
休
憩
時
間
は
、
第
一
条
及
び
第
二
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
休
憩
時

間
に
つ
い
て
は
、
第
二
条
に
規
定
す
る
休
憩
時
間
と
は
別
の
時
間
帯
に
一
時
間
、
三
十
分
又
は
十
五

分
の
休
憩
時
間
を
置
く
も
の
と
し
、
そ
の
勤
務
時
間
に
つ
い
て
は
、
第
一
条
に
規
定
す
る
勤
務
時
間

の
始
業
の
時
刻
を
当
該
追
加
し
た
休
憩
時
間
と
同
一
の
時
間
繰
り
上
げ
た
時
刻
を
始
業
の
時
刻
と

し
、
又
は
同
条
に
規
定
す
る
勤
務
時
間
の
終
業
の
時
刻
を
当
該
追
加
し
た
休
憩
時
間
と
同
一
の
時
間

繰
り
下
げ
た
時
刻
を
終
業
の
時
刻
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
始
業
の
時
刻
は
午
前
七
時
以
後
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に
、
終
業
の
時
刻
は
午
後
十
時
以
前
に
設
定
す
る
も
の
と
す
る
。

　

附
則
の
次
に
次
の
別
表
を
加
え
る
。

別
表
（
第
四
条
関
係
）勤　

　

務　
　

時　
　

間

午
前
七
時
か
ら
午
後
三
時
四
十
五
分
ま
で

午
前
七
時
十
五
分
か
ら
午
後
四
時
ま
で

午
前
七
時
三
十
分
か
ら
午
後
四
時
十
五
分
ま
で

午
前
七
時
四
十
五
分
か
ら
午
後
四
時
三
十
分
ま
で

午
前
八
時
か
ら
午
後
四
時
四
十
五
分
ま
で

午
前
九
時
か
ら
午
後
五
時
四
十
五
分
ま
で

午
前
九
時
十
五
分
か
ら
午
後
六
時
ま
で

午
前
九
時
三
十
分
か
ら
午
後
六
時
十
五
分
ま
で

　
　
　

附　

則

　

こ
の
訓
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

山
梨
県
訓
令
甲
第
三
号

本　
　
　
　
　
　

庁　
　

出　

先　

機　

関　
　

労
働
委
員
会
事
務
局　
　

　

山
梨
県
職
員
の
勤
務
時
間
の
特
例
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
を
次
の
よ
う
に
定
め

る
。

　
　

令
和
元
年
七
月
十
二
日

	

山
梨
県
知
事	

長　
　

崎　
　

幸
太
郎

　
　
　

山
梨
県
職
員
の
勤
務
時
間
の
特
例
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

　

山
梨
県
職
員
の
勤
務
時
間
の
特
例
に
関
す
る
規
程
（
昭
和
三
十
二
年
山
梨
県
訓
令
甲
第
十
七
号
）
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

第
一
条
中
「
第
六
条
第
四
項
」
を
「
第
六
条
第
五
項
」
に
改
め
る
。

　
　
　

附　

則

　

こ
の
訓
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
　
　
　
　
　

教
育
委
員
会

山
梨
県
教
育
委
員
会
訓
令
甲
第
一
号

庁

中

一

般

教

育

事

務

所

埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

県

立

図

書

館

県

立

美

術

館

県

立

博

物

館

県
立
考
古
博
物
館

県

立

文

学

館

県
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー

県

立

学

校

　

職
員
の
勤
務
時
間
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

　
　

令
和
元
年
七
月
十
二
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
梨
県
教
育
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

	

教
育
長　
　

市　
　

川　
　
　
　
　

満　
　

　
　
　

職
員
の
勤
務
時
間
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

　

職
員
の
勤
務
時
間
に
関
す
る
規
程
（
昭
和
三
十
二
年
山
梨
県
教
育
委
員
会
訓
令
甲
第
十
号
）
の
一
部

を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

第
一
条
に
見
出
し
と
し
て
「
（
勤
務
時
間
）
」
を
付
す
。

　

第
二
条
に
見
出
し
と
し
て
「
（
休
憩
時
間
）
」
を
付
す
。

　

第
四
条
に
見
出
し
と
し
て
「
（
委
任
）
」
を
付
し
、
同
条
を
第
十
条
と
す
る
。

　

第
三
条
に
見
出
し
と
し
て
「
（
週
休
日
の
振
替
の
特
例
）
」
を
付
し
、
同
条
中
「
山
梨
県
職
員
の
勤

務
時
間
、
休
日
及
び
休
暇
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
二
十
八
年
山
梨
県
条
例
第
五
号
）
」
を
「
条
例
」

に
、
「
前
二
条
」
を
「
第
一
条
及
び
第
二
条
」
に
改
め
、
同
条
を
第
九
条
と
し
、
第
二
条
の
次
に
次
の

六
条
を
加
え
る
。

（
疲
労
の
蓄
積
に
よ
り
心
身
に
負
担
を
与
え
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
の
職
員
の
勤
務
時
間
及
び
休
憩
時

　

一
〇
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間
の
特
例
）

第�

三
条　

第
一
条
に
規
定
す
る
勤
務
時
間
以
外
の
時
間
に
勤
務
を
命
ぜ
ら
れ
た
場
合
で
あ
つ
て
、
同
条

に
規
定
す
る
勤
務
時
間
に
お
い
て
勤
務
す
る
こ
と
が
疲
労
の
蓄
積
に
よ
り
心
身
に
負
担
を
与
え
る
と

認
め
ら
れ
る
と
き
の
職
員
の
勤
務
時
間
及
び
休
憩
時
間
は
、
前
二
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の

勤
務
時
間
に
つ
い
て
は
、
休
憩
時
間
を
除
い
て
連
続
す
る
七
時
間
四
十
五
分
を
、
午
前
五
時
以
後
の

十
五
分
ご
と
の
時
刻
を
始
業
の
時
刻
と
し
て
、
終
業
の
時
刻
が
午
後
十
時
以
前
と
な
る
よ
う
に
割
り

振
る
も
の
と
し
、
そ
の
休
憩
時
間
に
つ
い
て
は
、
正
午
か
ら
午
後
一
時
ま
で
又
は
午
後
五
時
十
五
分

か
ら
午
後
六
時
十
五
分
ま
で
の
一
時
間
と
す
る
。

（
早
出
遅
出
勤
務
を
行
う
職
員
の
勤
務
時
間
及
び
休
憩
時
間
の
特
例
）

第�

四
条　

山
梨
県
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
日
及
び
休
暇
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
二
十
八
年
山
梨
県
条
例

第
五
号
。
以
下
「
条
例
」
と
い
う
。
）
第
八
条
の
二
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
五
号
ま
で
の
規
定
に
基

づ
き
早
出
遅
出
勤
務
を
行
う
職
員
の
勤
務
時
間
及
び
休
憩
時
間
は
、
第
一
条
及
び
第
二
条
の
規
定
に

か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
勤
務
時
間
に
つ
い
て
は
、
休
憩
時
間
を
除
い
て
連
続
す
る
七
時
間
四
十
五
分

を
、
午
前
七
時
以
後
の
十
五
分
ご
と
の
時
刻
を
始
業
の
時
刻
と
し
て
、
終
業
の
時
刻
が
午
後
十
時
以

前
と
な
る
よ
う
に
割
り
振
る
も
の
と
し
、
そ
の
休
憩
時
間
に
つ
い
て
は
、
正
午
か
ら
午
後
一
時
ま
で

又
は
午
後
五
時
十
五
分
か
ら
午
後
六
時
十
五
分
ま
で
の
一
時
間
と
す
る
。

2
�　

条
例
第
八
条
の
二
第
一
項
第
六
号
の
規
定
に
基
づ
き
早
出
遅
出
勤
務
を
行
う
職
員
の
勤
務
時
間

は
、
第
一
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
別
表
に
掲
げ
る
勤
務
時
間
の
い
ず
れ
か
を
割
り
振
る
も
の
と

す
る
。

（
休
憩
時
間
を
分
割
す
る
職
員
の
休
憩
時
間
の
特
例
）

第�

五
条　

条
例
第
六
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
職
員
の
休
憩
時
間
を
分
割
す
る
場
合
に
お
け
る
当
該

職
員
の
休
憩
時
間
は
、
第
二
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
正
午
か
ら
午
後
零
時
四
十
五
分
ま
で
又
は

午
後
零
時
十
五
分
か
ら
午
後
一
時
ま
で
の
四
十
五
分
の
ほ
か
、
第
一
条
に
規
定
す
る
勤
務
時
間
の
途

中
に
十
五
分
の
休
憩
時
間
を
置
く
も
の
と
す
る
。

（
休
憩
時
間
を
短
縮
す
る
職
員
の
勤
務
時
間
及
び
休
憩
時
間
の
特
例
）

第�

六
条　

条
例
第
六
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
職
員
の
休
憩
時
間
を
短
縮
す
る
場
合
に
お
け
る
当
該

職
員
の
勤
務
時
間
及
び
休
憩
時
間
は
、
第
一
条
及
び
第
二
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
休
憩
時

間
に
つ
い
て
は
、
正
午
か
ら
午
後
零
時
四
十
五
分
ま
で
又
は
午
後
零
時
十
五
分
か
ら
午
後
一
時
ま
で

の
四
十
五
分
と
し
、
そ
の
勤
務
時
間
に
つ
い
て
は
、
第
一
条
に
規
定
す
る
勤
務
時
間
の
始
業
の
時
刻

を
十
五
分
繰
り
下
げ
た
時
刻
を
始
業
の
時
刻
と
し
、
又
は
同
条
に
規
定
す
る
勤
務
時
間
の
終
業
の
時

刻
を
十
五
分
繰
り
上
げ
た
時
刻
を
終
業
の
時
刻
と
す
る
。

（
休
憩
時
間
を
延
長
す
る
職
員
の
勤
務
時
間
及
び
休
憩
時
間
の
特
例
）

第�

七
条　

条
例
第
六
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
職
員
の
休
憩
時
間
を
延
長
す
る
場
合
に
お
け
る
当
該

職
員
の
勤
務
時
間
及
び
休
憩
時
間
は
、
第
一
条
及
び
第
二
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
休
憩
時

間
に
つ
い
て
は
、
第
二
条
に
規
定
す
る
休
憩
時
間
を
十
五
分
を
単
位
と
し
て
延
長
し
た
時
間
と
し
、

そ
の
勤
務
時
間
に
つ
い
て
は
、
第
一
条
に
規
定
す
る
勤
務
時
間
の
始
業
の
時
刻
を
当
該
延
長
し
た
休

憩
時
間
と
同
一
の
時
間
繰
り
上
げ
た
時
刻
を
始
業
の
時
刻
と
し
、
又
は
同
条
に
規
定
す
る
勤
務
時
間

の
終
業
の
時
刻
を
当
該
延
長
し
た
休
憩
時
間
と
同
一
の
時
間
繰
り
下
げ
た
時
刻
を
終
業
の
時
刻
と
す

る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
始
業
の
時
刻
は
午
前
七
時
以
後
に
、
終
業
の
時
刻
は
午
後
十
時
以
前
に

設
定
す
る
も
の
と
す
る
。

（
休
憩
時
間
を
追
加
す
る
職
員
の
勤
務
時
間
及
び
休
憩
時
間
の
特
例
）

第�

八
条　

条
例
第
六
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
職
員
の
休
憩
時
間
を
追
加
す
る
場
合
に
お
け
る
当
該

職
員
の
勤
務
時
間
及
び
休
憩
時
間
は
、
第
一
条
及
び
第
二
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
休
憩
時

間
に
つ
い
て
は
、
第
二
条
に
規
定
す
る
休
憩
時
間
と
は
別
の
時
間
帯
に
一
時
間
、
三
十
分
又
は
十
五

分
の
休
憩
時
間
を
置
く
も
の
と
し
、
そ
の
勤
務
時
間
に
つ
い
て
は
、
第
一
条
に
規
定
す
る
勤
務
時
間

の
始
業
の
時
刻
を
当
該
追
加
し
た
休
憩
時
間
と
同
一
の
時
間
繰
り
上
げ
た
時
刻
を
始
業
の
時
刻
と

し
、
又
は
同
条
に
規
定
す
る
勤
務
時
間
の
終
業
の
時
刻
を
当
該
追
加
し
た
休
憩
時
間
と
同
一
の
時
間

繰
り
下
げ
た
時
刻
を
終
業
の
時
刻
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
始
業
の
時
刻
は
午
前
七
時
以
後

に
、
終
業
の
時
刻
は
午
後
十
時
以
前
に
設
定
す
る
も
の
と
す
る
。

　

附
則
の
次
に
次
の
別
表
を
加
え
る
。

別
表
（
第
四
条
関
係
）勤　

　

務　
　

時　
　

間

午
前
七
時
か
ら
午
後
三
時
四
十
五
分
ま
で

午
前
七
時
十
五
分
か
ら
午
後
四
時
ま
で

午
前
七
時
三
十
分
か
ら
午
後
四
時
十
五
分
ま
で

午
前
七
時
四
十
五
分
か
ら
午
後
四
時
三
十
分
ま
で

午
前
八
時
か
ら
午
後
四
時
四
十
五
分
ま
で

午
前
九
時
か
ら
午
後
五
時
四
十
五
分
ま
で

午
前
九
時
十
五
分
か
ら
午
後
六
時
ま
で
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午
前
九
時
三
十
分
か
ら
午
後
六
時
十
五
分
ま
で

　
　
　

附　

則

　

こ
の
訓
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
　
　
　
　
　

人
事
委
員
会

山
梨
県
人
事
委
員
会
規
則
第
二
号

　

特
殊
勤
務
手
当
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

　
　

令
和
元
年
七
月
十
二
日

	
山
梨
県
人
事
委
員
会

	

委
員
長　
　

井　

出　
　

與
五
右
衞
門　
　

　
　
　

特
殊
勤
務
手
当
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　

特
殊
勤
務
手
当
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
四
十
六
年
山
梨
県
人
事
委
員
会
規
則
第
二
十
九
号
）
の
一
部

を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

第
四
条
第
一
項
第
二
号
⑴
中
「
炭
疽
」
を
「
炭
疽そ

」
に
、
「
鼻
疽
」
を
「
鼻
疽そ

」
に
改
め
、
同
項
第

三
号
中
「
口
蹄
疫
」
を
「
口
蹄て
い

疫
」
に
、
「
及
び
低
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
を
「
、
低
病
原
性

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
そ
の
他
人
事
委
員
会
の
定
め
る
家
畜
伝
染
病
」
に
改
め
る
。

　
　
　

附　

則

　

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
後
の
特
殊
勤
務
手
当
に
関
す
る
規

則
の
規
定
は
、
平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

山
梨
県
人
事
委
員
会
規
則
第
三
号

　

山
梨
県
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
日
及
び
休
暇
に
関
す
る
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ

う
に
定
め
る
。

　
　

令
和
元
年
七
月
十
二
日

	

山
梨
県
人
事
委
員
会

	

委
員
長　
　

井　

出　
　

與
五
右
衞
門　
　

　
　
　

山
梨
県
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
日
及
び
休
暇
に
関
す
る
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

（
山
梨
県
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
日
及
び
休
暇
に
関
す
る
規
則
の
一
部
改
正
）

第�

一
条　

山
梨
県
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
日
及
び
休
暇
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
二
十
八
年
山
梨
県
人
事

委
員
会
規
則
第
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

�　

第
三
条
の
二
第
三
項
中
「
第
六
条
第
五
項
」
を
「
第
六
条
第
六
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
七

項
と
し
、
同
条
第
二
項
中
「
第
六
条
第
五
項
」
を
「
第
六
条
第
六
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
六

項
と
し
、
同
条
第
一
項
第
一
号
中
「
第
八
条
の
二
第
一
項
」
を
「
第
八
条
の
二
第
一
項
第
一
号
」
に

改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
六
十
四
号
。
」
を
「
昭
和
二
十
二
年
法
律
第

百
六
十
四
号
」
に
改
め
、
同
項
に
次
の
三
号
を
加
え
る
。

　
　

四�　

交
通
機
関
を
利
用
し
て
通
勤
し
た
場
合
に
、
出
勤
に
つ
い
て
職
員
の
住
居
を
出
発
し
た
時
刻

か
ら
始
業
の
時
刻
ま
で
の
時
間
と
退
勤
に
つ
い
て
終
業
の
時
刻
か
ら
職
員
の
住
居
に
到
着
す
る

ま
で
の
時
間
を
合
計
し
た
時
間
（
交
通
機
関
を
利
用
す
る
時
間
に
限
る
。
）
が
、
始
業
の
時
刻

を
遅
ら
せ
、
又
は
終
業
の
時
刻
を
早
め
る
こ
と
に
よ
り
三
十
分
以
上
短
縮
さ
れ
る
と
認
め
ら
れ

る
と
き
（
始
業
及
び
終
業
の
時
刻
を
変
更
す
る
こ
と
に
よ
り
、
当
該
合
計
し
た
時
間
を
三
十
分

以
上
短
縮
で
き
る
場
合
を
除
く
。
）
。

　
　

五�　

妊
娠
中
の
女
子
職
員
が
通
勤
に
利
用
す
る
交
通
機
関
の
混
雑
の
程
度
が
当
該
女
子
職
員
の
母

体
又
は
胎
児
の
健
康
保
持
に
影
響
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合

　
　

六�　

始
業
の
時
刻
か
ら
終
業
の
時
刻
ま
で
の
時
間
の
短
縮
が
条
例
第
八
条
の
二
第
一
項
第
五
号
に

規
定
す
る
職
員
に
必
要
と
認
め
ら
れ
る
場
合

　
　

第
三
条
の
二
第
一
項
を
同
条
第
二
項
と
し
、
同
項
の
次
に
次
の
三
項
を
加
え
る
。

　

3
�　

任
命
権
者
は
、
条
例
第
六
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
同
条
第
一
項
の
休
憩
時
間
を
置
く
だ

け
で
は
次
に
掲
げ
る
場
合
に
該
当
す
る
こ
と
と
な
る
と
き
は
、
そ
れ
ぞ
れ
次
に
定
め
る
範
囲
内
に

お
い
て
、
当
該
休
憩
時
間
を
延
長
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
始
業
の
時
刻

は
午
前
七
時
以
後
に
、
終
業
の
時
刻
は
午
後
十
時
以
前
に
設
定
す
る
も
の
と
す
る
。

　
　

一�　

正
規
の
勤
務
時
間
の
一
部
の
時
間
帯
に
お
け
る
在
宅
勤
務
（
職
員
の
住
居
に
お
け
る
勤
務

を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
（
当
該
在
宅
勤
務
を
行
う
時
間
帯
の
直
前
又
は
直
後
に
置
か
れ
た
当

該
休
憩
時
間
に
職
員
の
住
居
と
通
常
の
勤
務
場
所
と
の
間
の
移
動
が
必
要
と
な
る
も
の
に
限

る
。
）
の
適
切
な
実
施
を
確
保
で
き
な
い
場
合　

当
該
移
動
に
要
す
る
時
間
を
超
え
な
い
範
囲

内

　
　

二�　

小
学
校
就
学
の
始
期
に
達
す
る
ま
で
の
子
若
し
く
は
小
学
校
に
就
学
し
て
い
る
子
を
養
育
す

る
職
員
又
は
条
例
第
十
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
要
介
護
者
を
介
護
す
る
職
員
に
つ
い
て
、
当

該
養
育
又
は
当
該
介
護
を
行
う
た
め
に
必
要
な
時
間
を
確
保
で
き
な
い
場
合
（
当
該
休
憩
時
間

の
延
長
に
つ
い
て
当
該
職
員
か
ら
申
出
が
あ
り
、
か
つ
、
公
務
の
運
営
に
支
障
が
な
い
と
認
め

ら
れ
る
場
合
で
あ
つ
て
、
当
該
休
憩
時
間
の
直
前
又
は
直
後
に
在
宅
勤
務
を
行
う
と
き
に
限

る
。
）　

当
該
養
育
又
は
当
該
介
護
に
要
す
る
時
間
を
超
え
な
い
範
囲
内

　
　

三�　

条
例
第
八
条
の
二
第
一
項
第
五
号
に
規
定
す
る
職
員
の
休
憩
に
必
要
と
認
め
ら
れ
る
時
間
を

確
保
で
き
な
い
場
合
（
当
該
休
憩
時
間
の
延
長
に
つ
い
て
当
該
職
員
か
ら
申
出
が
あ
り
、
か

つ
、
公
務
の
運
営
に
支
障
が
な
い
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
限
る
。
）　
休
憩
に
必
要
と
認
め
ら

れ
る
時
間
を
超
え
な
い
範
囲
内

　

4
�　

任
命
権
者
は
、
条
例
第
六
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
同
条
第
一
項
の
休
憩
時
間
を
置
く
だ



山
梨
県
公
報
号
外　
　

第
十
四
号　
　

令
和
元
年
七
月
十
二
日

一
三

け
で
は
次
に
掲
げ
る
場
合
に
該
当
す
る
こ
と
と
な
る
と
き
は
、
当
該
休
憩
時
間
に
加
え
、
当
該
休

憩
時
間
に
係
る
時
間
帯
以
外
の
正
規
の
勤
務
時
間
の
始
業
の
時
刻
か
ら
終
業
の
時
刻
ま
で
の
時
間

帯
に
、
そ
れ
ぞ
れ
次
に
定
め
る
時
間
の
休
憩
時
間
を
置
く
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て

は
、
始
業
の
時
刻
は
午
前
七
時
以
後
に
、
終
業
の
時
刻
は
午
後
十
時
以
前
に
設
定
す
る
も
の
と
す

る
。

　
　

一�　

正
規
の
勤
務
時
間
の
一
部
の
時
間
帯
に
お
け
る
在
宅
勤
務
（
こ
の
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
在

宅
勤
務
を
行
う
時
間
帯
の
直
前
又
は
直
後
に
置
か
れ
る
こ
と
と
な
る
休
憩
時
間
に
職
員
の
住
居

と
通
常
の
勤
務
場
所
と
の
間
の
移
動
が
必
要
と
な
る
も
の
に
限
る
。
）
の
適
切
な
実
施
を
確
保

で
き
な
い
場
合　

一
時
間

　
　

二�　

小
学
校
就
学
の
始
期
に
達
す
る
ま
で
の
子
若
し
く
は
小
学
校
に
就
学
し
て
い
る
子
を
養
育
す

る
職
員
又
は
条
例
第
十
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
要
介
護
者
を
介
護
す
る
職
員
に
つ
い
て
、
当

該
養
育
又
は
当
該
介
護
を
行
う
た
め
に
必
要
な
時
間
を
確
保
で
き
な
い
場
合
（
当
該
休
憩
時
間

の
追
加
に
つ
い
て
当
該
職
員
か
ら
申
出
が
あ
り
、
か
つ
、
公
務
の
運
営
に
支
障
が
な
い
と
認
め

ら
れ
る
場
合
で
あ
つ
て
、
こ
の
項
の
規
定
に
よ
り
置
か
れ
る
こ
と
と
な
る
休
憩
時
間
の
直
前
又

は
直
後
に
在
宅
勤
務
を
行
う
と
き
に
限
る
。
）　

一
時
間

　
　

三�　

条
例
第
八
条
の
二
第
一
項
第
五
号
に
規
定
す
る
職
員
の
休
憩
に
必
要
と
認
め
ら
れ
る
時
間
を

確
保
で
き
な
い
場
合
（
当
該
休
憩
時
間
の
追
加
に
つ
い
て
当
該
職
員
か
ら
申
出
が
あ
り
、
か

つ
、
公
務
の
運
営
に
支
障
が
な
い
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
限
る
。
）　

一
時
間
、
三
十
分
又
は

十
五
分

　

5
�　

任
命
権
者
は
、
第
一
項
、
第
二
項
、
第
三
項
第
二
号
若
し
く
は
第
三
号
又
は
前
項
第
二
号
若
し

く
は
第
三
号
の
申
出
に
つ
い
て
確
認
す
る
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
申
出
を
し
た
職

員
へ
の
照
会
等
に
よ
り
そ
の
内
容
を
確
認
す
る
も
の
と
す
る
。

　
　

第
三
条
の
二
に
第
一
項
と
し
て
次
の
一
項
を
加
え
る
。

　
　

�　

任
命
権
者
は
、
条
例
第
六
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
条
例
第
八
条
の
二
第
一
項
第
五
号
に

規
定
す
る
職
員
か
ら
、
条
例
第
六
条
第
一
項
の
休
憩
時
間
に
係
る
時
間
帯
以
外
の
正
規
の
勤
務
時

間
（
同
条
第
四
項
に
規
定
す
る
正
規
の
勤
務
時
間
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
始
業
の
時
刻
か
ら

終
業
の
時
刻
ま
で
の
時
間
帯
に
も
休
憩
時
間
を
置
く
こ
と
に
つ
い
て
申
出
が
あ
つ
た
場
合
に
お
い

て
、
当
該
休
憩
時
間
を
置
く
こ
と
が
当
該
職
員
に
必
要
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
、
か
つ
、
公
務
の
運

営
に
支
障
が
な
い
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
同
条
第
一
項
の
休
憩
時
間
を
四
十
五
分
と
十
五
分
に

分
割
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　

第
五
条
第
一
項
中
「
同
条
第
四
項
」
を
「
同
条
第
五
項
」
に
改
め
る
。

　

�　

第
八
条
の
三
の
見
出
し
中
「
育
児
を
行
う
場
合
の
」
を
削
り
、
「
子
及
び
職
員
」
を
「
子
等
」
に

改
め
、
同
条
第
一
項
中
「
第
八
条
の
二
第
一
項
」
を
「
第
八
条
の
二
第
一
項
第
一
号
」
に
改
め
、
同

条
第
二
項
中
「
第
三
条
の
二
第
一
項
第
二
号
」
を
「
第
三
条
の
二
第
二
項
第
二
号
」
に
改
め
、
同
条

に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

　

3
�　

条
例
第
八
条
の
二
第
一
項
第
四
号
の
人
事
委
員
会
規
則
で
定
め
る
も
の
は
、
大
学
（
学
校
教
育

法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
）
第
一
条
に
規
定
す
る
大
学
を
い
う
。
）
の
夜
間
に
お
い

て
授
業
を
行
う
学
部
に
お
け
る
当
該
授
業
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
も
の
と
し
て
人
事
委
員
会
が
定

め
る
も
の
と
す
る
。

　

�　

第
八
条
の
四
の
見
出
し
中
「
育
児
を
行
う
職
員
の
」
を
削
り
、
同
条
第
二
項
中
「
午
前
七
時
以

後
」
の
下
に
「
（
条
例
第
八
条
の
二
第
一
項
第
六
号
に
掲
げ
る
職
員
に
あ
つ
て
は
、
午
前
七
時
以
後

午
前
九
時
三
十
分
以
前
）
」
を
加
え
る
。

　

�　

第
八
条
の
五
第
一
項
第
五
号
中
「
第
一
号
、
第
二
号
又
は
前
号
」
を
「
前
各
号
」
に
改
め
、
同
号

を
同
項
第
七
号
と
し
、
同
項
第
四
号
の
次
に
次
の
二
号
を
加
え
る
。

　
　

五　

当
該
請
求
に
係
る
要
介
護
者
が
死
亡
し
た
こ
と
。

　
　

六　

当
該
請
求
に
係
る
要
介
護
者
と
当
該
請
求
を
し
た
職
員
と
の
親
族
関
係
が
消
滅
し
た
こ
と
。

　
　

第
八
条
の
十
二
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

　

（
介
護
を
行
う
職
員
の
深
夜
勤
務
及
び
時
間
外
勤
務
の
制
限
）

　

第�

八
条
の
十
二　

第
八
条
の
七
か
ら
第
八
条
の
十
ま
で
の
規
定
（
第
八
条
の
八
第
一
項
第
三
号
か
ら

第
五
号
ま
で
、
第
八
条
の
十
第
一
項
第
三
号
か
ら
第
五
号
ま
で
及
び
同
条
第
二
項
第
二
号
を
除

く
。
）
は
、
条
例
第
十
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
要
介
護
者
を
介
護
す
る
職
員
に
つ
い
て
準
用
す

る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
八
条
の
七
第
一
項
中
「
条
例
第
八
条
の
三
第
一
項
」
と
あ
る
の
は

「
条
例
第
八
条
の
三
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
条
第
一
項
」
と
、
第
八
条
の
八
第
一
項
第
一

号
及
び
第
八
条
の
十
第
一
項
第
一
号
中
「
子
」
と
あ
る
の
は
「
要
介
護
者
」
と
、
第
八
条
の
八
第

一
項
第
二
号
及
び
第
八
条
の
十
第
一
項
第
二
号
中
「
子
が
離
縁
又
は
養
子
縁
組
の
取
消
し
に
よ
り

当
該
請
求
を
し
た
職
員
の
子
で
な
く
な
つ
た
」
と
あ
る
の
は
「
要
介
護
者
と
当
該
請
求
を
し
た
職

員
と
の
親
族
関
係
が
消
滅
し
た
」
と
、
第
八
条
の
九
第
一
項
中
「
条
例
第
八
条
の
三
第
二
項
又
は

第
三
項
」
と
あ
る
の
は
「
条
例
第
八
条
の
三
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
条
第
二
項
又
は
第
三

項
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

　
�　

第
十
条
の
二
第
一
項
第
二
号
中
「
地
方
公
務
員
法
」
の
下
に
「
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第

二
百
六
十
一
号
）
」
を
加
え
る
。

（
山
梨
県
学
校
職
員
の
勤
務
時
間
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
改
正
）

第�

二
条　

山
梨
県
学
校
職
員
の
勤
務
時
間
等
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
四
十
四
年
山
梨
県
人
事
委
員
会
規

則
第
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

�　

第
三
条
の
二
第
二
項
中
「
第
七
条
第
三
項
」
を
「
第
七
条
第
四
項
」
に
、
「
学
校
職
員
」
を
「
職

員
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
五
項
と
し
、
同
条
第
一
項
中
「
学
校
職
員
」
を
「
職
員
」
に
、
「
第

七
条
第
三
項
」
を
「
第
七
条
第
四
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
四
項
と
し
、
同
条
に
第
一
項
か
ら

第
三
項
ま
で
と
し
て
次
の
三
項
を
加
え
る
。



山
梨
県
公
報
号
外　
　

第
十
四
号　
　

令
和
元
年
七
月
十
二
日

一
四

　
　

�　

県
教
育
委
員
会
は
、
条
例
第
七
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
同
条
第
一
項
の
休
憩
時
間
を
置

く
だ
け
で
は
次
に
掲
げ
る
場
合
に
該
当
す
る
こ
と
と
な
る
と
き
は
、
そ
れ
ぞ
れ
次
に
定
め
る
範
囲

内
に
お
い
て
、
当
該
休
憩
時
間
を
延
長
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
始
業
の

時
刻
は
午
前
七
時
以
後
に
、
終
業
の
時
刻
は
午
後
十
時
以
前
に
設
定
す
る
も
の
と
す
る
。

　
　

一�　

正
規
の
勤
務
時
間
（
条
例
第
七
条
第
三
項
に
規
定
す
る
正
規
の
勤
務
時
間
を
い
う
。
以
下
同

じ
。
）
の
一
部
の
時
間
帯
に
お
け
る
在
宅
勤
務
（
学
校
職
員
（
以
下
「
職
員
」
と
い
う
。
）
の

住
居
に
お
け
る
勤
務
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
（
当
該
在
宅
勤
務
を
行
う
時
間
帯
の
直
前
又
は

直
後
に
置
か
れ
た
当
該
休
憩
時
間
に
職
員
の
住
居
と
通
常
の
勤
務
場
所
と
の
間
の
移
動
が
必
要

と
な
る
も
の
に
限
る
。
）
の
適
切
な
実
施
を
確
保
で
き
な
い
場
合　

当
該
移
動
に
要
す
る
時
間

を
超
え
な
い
範
囲
内

　
　

二�　

小
学
校
就
学
の
始
期
に
達
す
る
ま
で
の
子
（
条
例
第
九
条
の
二
第
一
項
第
一
号
に
お
い
て
子

に
含
ま
れ
る
も
の
と
さ
れ
る
者
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
）
若
し
く
は
小
学
校
に
就
学
し
て
い
る

子
を
養
育
す
る
職
員
又
は
条
例
第
十
六
条
第
一
項
に
規
定
す
る
要
介
護
者
を
介
護
す
る
職
員
に

つ
い
て
、
当
該
養
育
又
は
当
該
介
護
を
行
う
た
め
に
必
要
な
時
間
を
確
保
で
き
な
い
場
合
（
当

該
休
憩
時
間
の
延
長
に
つ
い
て
当
該
職
員
か
ら
申
出
が
あ
り
、
か
つ
、
公
務
の
運
営
に
支
障
が

な
い
と
認
め
ら
れ
る
場
合
で
あ
つ
て
、
当
該
休
憩
時
間
の
直
前
又
は
直
後
に
在
宅
勤
務
を
行
う

と
き
に
限
る
。
）　
当
該
養
育
又
は
当
該
介
護
に
要
す
る
時
間
を
超
え
な
い
範
囲
内

　
　

三�　

条
例
第
九
条
の
二
第
一
項
第
五
号
に
規
定
す
る
職
員
の
休
憩
に
必
要
と
認
め
ら
れ
る
時
間
を

確
保
で
き
な
い
場
合
（
当
該
休
憩
時
間
の
延
長
に
つ
い
て
当
該
職
員
か
ら
申
出
が
あ
り
、
か

つ
、
公
務
の
運
営
に
支
障
が
な
い
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
限
る
。
）　
休
憩
に
必
要
と
認
め
ら

れ
る
時
間
を
超
え
な
い
範
囲
内

　

2
�　

任
命
権
者
は
、
条
例
第
七
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
同
条
第
一
項
の
休
憩
時
間
を
置
く
だ

け
で
は
次
に
掲
げ
る
場
合
に
該
当
す
る
こ
と
と
な
る
と
き
は
、
当
該
休
憩
時
間
に
加
え
、
当
該
休

憩
時
間
に
係
る
時
間
帯
以
外
の
正
規
の
勤
務
時
間
の
始
業
の
時
刻
か
ら
終
業
の
時
刻
ま
で
の
時
間

帯
に
、
そ
れ
ぞ
れ
次
に
定
め
る
時
間
の
休
憩
時
間
を
置
く
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て

は
、
始
業
の
時
刻
は
午
前
七
時
以
後
に
、
終
業
の
時
刻
は
午
後
十
時
以
前
に
設
定
す
る
も
の
と
す

る
。

　
　

一�　

正
規
の
勤
務
時
間
の
一
部
の
時
間
帯
に
お
け
る
在
宅
勤
務
（
こ
の
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
在

宅
勤
務
を
行
う
時
間
帯
の
直
前
又
は
直
後
に
置
か
れ
る
こ
と
と
な
る
休
憩
時
間
に
職
員
の
住
居

と
通
常
の
勤
務
場
所
と
の
間
の
移
動
が
必
要
と
な
る
も
の
に
限
る
。
）
の
適
切
な
実
施
を
確
保

で
き
な
い
場
合　

次
の
イ
又
は
ロ
に
掲
げ
る
場
合
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
イ
又
は
ロ
に
定

め
る
時
間

　
　
　

イ　

一
日
の
勤
務
時
間
が
七
時
間
四
十
五
分
を
超
え
る
場
合　

一
時
間

　
　
　

ロ　

一
日
の
勤
務
時
間
が
六
時
間
を
超
え
七
時
間
四
十
五
分
以
下
で
あ
る
場
合　

四
十
五
分

　
　

二�　

小
学
校
就
学
の
始
期
に
達
す
る
ま
で
の
子
若
し
く
は
小
学
校
に
就
学
し
て
い
る
子
を
養
育
す

る
職
員
又
は
条
例
第
十
六
条
第
一
項
に
規
定
す
る
要
介
護
者
を
介
護
す
る
職
員
に
つ
い
て
、
当

該
養
育
又
は
当
該
介
護
を
行
う
た
め
に
必
要
な
時
間
を
確
保
で
き
な
い
場
合
（
当
該
休
憩
時
間

の
追
加
に
つ
い
て
当
該
職
員
か
ら
申
出
が
あ
り
、
か
つ
、
公
務
の
運
営
に
支
障
が
な
い
と
認
め

ら
れ
る
場
合
で
あ
つ
て
、
こ
の
項
の
規
定
に
よ
り
置
か
れ
る
こ
と
と
な
る
休
憩
時
間
の
直
前
又

は
直
後
に
在
宅
勤
務
を
行
う
と
き
に
限
る
。
）　

次
の
イ
又
は
ロ
に
掲
げ
る
場
合
の
区
分
に
応

じ
、
そ
れ
ぞ
れ
イ
又
は
ロ
に
定
め
る
時
間

　
　
　

イ　

一
日
の
勤
務
時
間
が
七
時
間
四
十
五
分
を
超
え
る
場
合　

一
時
間

　
　
　

ロ　

一
日
の
勤
務
時
間
が
六
時
間
を
超
え
七
時
間
四
十
五
分
以
下
で
あ
る
場
合　

四
十
五
分

　
　

三�　

条
例
第
九
条
の
二
第
一
項
第
五
号
に
規
定
す
る
職
員
の
休
憩
に
必
要
と
認
め
ら
れ
る
時
間
を

確
保
で
き
な
い
場
合
（
当
該
休
憩
時
間
の
追
加
に
つ
い
て
当
該
職
員
か
ら
申
出
が
あ
り
、
か

つ
、
公
務
の
運
営
に
支
障
が
な
い
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
限
る
。
）　
次
の
イ
又
は
ロ
に
掲
げ

る
場
合
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
イ
又
は
ロ
に
定
め
る
時
間

　
　
　

イ　

一
日
の
勤
務
時
間
が
七
時
間
四
十
五
分
を
超
え
る
場
合　

一
時
間
、
三
十
分
又
は
十
五
分

　
　
　

ロ�　

一
日
の
勤
務
時
間
が
六
時
間
を
超
え
七
時
間
四
十
五
分
以
下
で
あ
る
場
合　

四
十
五
分
、

三
十
分
又
は
十
五
分

　

3
�　

県
教
育
委
員
会
は
、
第
一
項
第
二
号
若
し
く
は
第
三
号
又
は
前
項
第
二
号
若
し
く
は
第
三
号
の

申
出
に
つ
い
て
確
認
す
る
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
申
出
を
し
た
職
員
へ
の
照
会
等

に
よ
り
そ
の
内
容
を
確
認
す
る
も
の
と
す
る
。

　
　

第
四
条
第
二
項
中
「
学
校
職
員
（
以
下
「
職
員
」
と
い
う
。
）
」
を
「
職
員
」
に
改
め
る
。

　

�　

第
五
条
第
二
項
中
「
（
条
例
第
七
条
第
二
項
に
規
定
す
る
正
規
の
勤
務
時
間
を
い
う
。
以
下
同

じ
。
）
」
を
削
る
。

　

�　

第
七
条
の
三
の
見
出
し
中
「
育
児
を
行
う
場
合
の
」
を
削
り
、
「
子
及
び
職
員
」
を
「
子
等
」
に

改
め
、
同
条
第
一
項
中
「
第
九
条
の
二
第
一
項
」
を
「
第
九
条
の
二
第
一
項
第
一
号
」
に
改
め
、
同

条
第
二
項
中
「
（
条
例
第
九
条
の
二
第
一
項
に
お
い
て
子
に
含
ま
れ
る
も
の
と
さ
れ
る
者
を
含
む
。

以
下
同
じ
。
）
」
及
び
「
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
六
十
四
号
）
」
を
削
り
、
同
条
に
次
の
一
項

を
加
え
る
。

　

3
�　

条
例
第
九
条
の
二
第
一
項
第
四
号
の
人
事
委
員
会
規
則
で
定
め
る
も
の
は
、
大
学
（
学
校
教
育

法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
）
第
一
条
に
規
定
す
る
大
学
を
い
う
。
）
の
夜
間
に
お
い

て
授
業
を
行
う
学
部
に
お
け
る
当
該
授
業
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
も
の
と
し
て
人
事
委
員
会
が
定

め
る
も
の
と
す
る
。

　

�　

第
七
条
の
四
の
見
出
し
中
「
育
児
を
行
う
職
員
の
」
を
削
り
、
同
条
第
二
項
中
「
午
前
七
時
以

後
」
の
下
に
「
（
条
例
第
九
条
の
二
第
一
項
第
六
号
に
掲
げ
る
職
員
に
あ
つ
て
は
、
午
前
七
時
以
後

午
前
九
時
三
十
分
以
前
）
」
を
加
え
る
。



山
梨
県
公
報
号
外　
　

第
十
四
号　
　

令
和
元
年
七
月
十
二
日

一
五

　

�　

第
七
条
の
五
第
一
項
第
五
号
中
「
第
一
号
、
第
二
号
又
は
前
号
」
を
「
前
各
号
」
に
改
め
、
同
号

を
同
項
第
七
号
と
し
、
同
項
第
四
号
の
次
に
次
の
二
号
を
加
え
る
。

　
　

五　

当
該
請
求
に
係
る
要
介
護
者
が
死
亡
し
た
こ
と
。

　
　

六　

当
該
請
求
に
係
る
要
介
護
者
と
当
該
請
求
を
し
た
職
員
と
の
親
族
関
係
が
消
滅
し
た
こ
と
。

　
　

第
七
条
の
十
二
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

　

（
介
護
を
行
う
職
員
の
深
夜
勤
務
及
び
時
間
外
勤
務
の
制
限
）

　

第�

七
条
の
十
二　

第
七
条
の
七
か
ら
第
七
条
の
十
ま
で
の
規
定
（
第
七
条
の
八
第
一
項
第
三
号
か
ら

第
五
号
ま
で
、
第
七
条
の
十
第
一
項
第
三
号
か
ら
第
五
号
ま
で
及
び
同
条
第
二
項
第
二
号
を
除

く
。
）
は
、
条
例
第
十
六
条
第
一
項
に
規
定
す
る
要
介
護
者
を
介
護
す
る
職
員
に
つ
い
て
準
用
す

る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
七
条
の
七
第
一
項
中
「
条
例
第
九
条
の
三
第
一
項
」
と
あ
る
の
は

「
条
例
第
九
条
の
三
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
条
第
一
項
」
と
、
第
七
条
の
八
第
一
項
第
一

号
及
び
第
七
条
の
十
第
一
項
第
一
号
中
「
子
」
と
あ
る
の
は
「
要
介
護
者
」
と
、
第
七
条
の
八
第

一
項
第
二
号
及
び
第
七
条
の
十
第
一
項
第
二
号
中
「
子
が
離
縁
又
は
養
子
縁
組
の
取
消
し
に
よ
り

当
該
請
求
を
し
た
職
員
の
子
で
な
く
な
つ
た
」
と
あ
る
の
は
「
要
介
護
者
と
当
該
請
求
を
し
た
職

員
と
の
親
族
関
係
が
消
滅
し
た
」
と
、
第
七
条
の
九
第
一
項
中
「
条
例
第
九
条
の
三
第
二
項
又
は

第
三
項
」
と
あ
る
の
は
「
条
例
第
九
条
の
三
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
条
第
二
項
又
は
第
三

項
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

　

�　

第
九
条
の
二
第
一
項
第
二
号
中
「
地
方
公
務
員
法
」
の
下
に
「
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第

二
百
六
十
一
号
）
」
を
加
え
る
。

（
職
務
に
専
念
す
る
義
務
の
特
例
に
関
す
る
規
則
の
一
部
改
正
）

第�

三
条　

職
務
に
専
念
す
る
義
務
の
特
例
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
四
十
四
年
山
梨
県
人
事
委
員
会
規
則

第
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

�　

第
三
条
た
だ
し
書
中
「
第
六
条
第
二
項
」
を
「
第
六
条
第
四
項
」
に
、
「
第
七
条
第
二
項
」
を

「
第
七
条
第
三
項
」
に
改
め
る
。

　
　
　

附　

則

　

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
　
　
　
　
　

そ　

の　

他

山
梨
県
議
会
訓
令
甲
第
一
号

　

山
梨
県
議
会
職
員
の
勤
務
時
間
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

　
　

令
和
元
年
七
月
十
二
日

	

山
梨
県
議
会
議
長	

大　
　

柴　
　

邦　
　

彦

　
　
　

山
梨
県
議
会
職
員
の
勤
務
時
間
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

　

山
梨
県
議
会
職
員
の
勤
務
時
間
に
関
す
る
規
程
（
平
成
十
八
年
山
梨
県
議
会
訓
令
甲
第
三
号
）
の
一

部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

第
一
条
に
見
出
し
と
し
て
「
（
勤
務
時
間
）
」
を
付
す
。

　

第
二
条
に
見
出
し
と
し
て
「
（
休
憩
時
間
）
」
を
付
す
。

　

第
四
条
に
見
出
し
と
し
て
「
（
委
任
）
」
を
付
し
、
同
条
を
第
十
条
と
す
る
。

　

第
三
条
に
見
出
し
と
し
て
「
（
週
休
日
の
振
替
の
特
例
）
」
を
付
し
、
同
条
中
「
山
梨
県
職
員
の
勤

務
時
間
、
休
日
及
び
休
暇
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
二
十
八
年
山
梨
県
条
例
第
五
号
）
」
を
「
条
例
」

に
、
「
前
二
条
」
を
「
第
一
条
及
び
第
二
条
」
に
改
め
、
同
条
を
第
九
条
と
し
、
第
二
条
の
次
に
次
の

六
条
を
加
え
る
。

（
疲
労
の
蓄
積
に
よ
り
心
身
に
負
担
を
与
え
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
の
職
員
の
勤
務
時
間
及
び
休
憩
時

間
の
特
例
）

第�

三
条　

第
一
条
に
規
定
す
る
勤
務
時
間
以
外
の
時
間
に
勤
務
を
命
ぜ
ら
れ
た
場
合
で
あ
つ
て
、
同
条

に
規
定
す
る
勤
務
時
間
に
お
い
て
勤
務
す
る
こ
と
が
疲
労
の
蓄
積
に
よ
り
心
身
に
負
担
を
与
え
る
と

認
め
ら
れ
る
と
き
の
職
員
の
勤
務
時
間
及
び
休
憩
時
間
は
、
前
二
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の

勤
務
時
間
に
つ
い
て
は
、
休
憩
時
間
を
除
い
て
連
続
す
る
七
時
間
四
十
五
分
を
、
午
前
五
時
以
後
の

十
五
分
ご
と
の
時
刻
を
始
業
の
時
刻
と
し
て
、
終
業
の
時
刻
が
午
後
十
時
以
前
と
な
る
よ
う
に
割
り

振
る
も
の
と
し
、
そ
の
休
憩
時
間
に
つ
い
て
は
、
正
午
か
ら
午
後
一
時
ま
で
又
は
午
後
五
時
十
五
分

か
ら
午
後
六
時
十
五
分
ま
で
の
一
時
間
と
す
る
。

（
早
出
遅
出
勤
務
を
行
う
職
員
の
勤
務
時
間
及
び
休
憩
時
間
の
特
例
）

第�

四
条　

山
梨
県
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
日
及
び
休
暇
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
二
十
八
年
山
梨
県
条
例

第
五
号
。
以
下
「
条
例
」
と
い
う
。
）
第
八
条
の
二
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
五
号
ま
で
の
規
定
に
基

づ
き
早
出
遅
出
出
勤
を
行
う
職
員
の
勤
務
時
間
及
び
休
憩
時
間
は
、
第
一
条
及
び
第
二
条
の
規
定
に

か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
勤
務
時
間
に
つ
い
て
は
、
休
憩
時
間
を
除
い
て
連
続
す
る
七
時
間
四
十
五
分

を
、
午
前
七
時
以
後
の
十
五
分
ご
と
の
時
刻
を
始
業
の
時
刻
と
し
て
、
終
業
の
時
刻
が
午
後
十
時
以

前
と
な
る
よ
う
に
割
り
振
る
も
の
と
し
、
そ
の
休
憩
時
間
に
つ
い
て
は
、
正
午
か
ら
午
後
一
時
ま
で

又
は
午
後
五
時
十
五
分
か
ら
午
後
六
時
十
五
分
ま
で
の
一
時
間
と
す
る
。

2
�　

条
例
第
八
条
の
二
第
一
項
第
六
号
の
規
定
に
基
づ
き
早
出
遅
出
勤
務
を
行
う
職
員
の
勤
務
時
間

は
、
第
一
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
別
表
に
掲
げ
る
勤
務
時
間
の
い
ず
れ
か
を
割
り
振
る
も
の
と

す
る
。

（
休
憩
時
間
を
分
割
す
る
職
員
の
休
憩
時
間
の
特
例
）

第�

五
条　

条
例
第
六
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
職
員
の
休
憩
時
間
を
分
割
す
る
場
合
に
お
け
る
当
該

職
員
の
休
憩
時
間
は
、
第
二
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
正
午
か
ら
午
後
零
時
四
十
五
分
ま
で
又
は

午
後
零
時
十
五
分
か
ら
午
後
一
時
ま
で
の
四
十
五
分
の
ほ
か
、
第
一
条
に
規
定
す
る
勤
務
時
間
の
途

中
に
十
五
分
の
休
憩
時
間
を
置
く
も
の
と
す
る
。
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一
六

（
休
憩
時
間
を
短
縮
す
る
職
員
の
勤
務
時
間
及
び
休
憩
時
間
の
特
例
）

第�
六
条　

条
例
第
六
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
職
員
の
休
憩
時
間
を
短
縮
す
る
場
合
に
お
け
る
当
該

職
員
の
勤
務
時
間
及
び
休
憩
時
間
は
、
第
一
条
及
び
第
二
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
休
憩
時

間
に
つ
い
て
は
、
正
午
か
ら
午
後
零
時
四
十
五
分
ま
で
又
は
午
後
零
時
十
五
分
か
ら
午
後
一
時
ま
で

の
四
十
五
分
と
し
、
そ
の
勤
務
時
間
に
つ
い
て
は
、
第
一
条
に
規
定
す
る
勤
務
時
間
の
始
業
の
時
刻

を
十
五
分
繰
り
下
げ
た
時
刻
を
始
業
の
時
刻
と
し
、
又
は
同
条
に
規
定
す
る
勤
務
時
間
の
終
業
の
時

刻
を
十
五
分
繰
り
上
げ
た
時
刻
を
終
業
の
時
刻
と
す
る
。

（
休
憩
時
間
を
延
長
す
る
職
員
の
勤
務
時
間
及
び
休
憩
時
間
の
特
例
）

第�

七
条　

条
例
第
六
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
職
員
の
休
憩
時
間
を
延
長
す
る
場
合
に
お
け
る
当
該

職
員
の
勤
務
時
間
及
び
休
憩
時
間
は
、
第
一
条
及
び
第
二
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
休
憩
時

間
に
つ
い
て
は
、
第
二
条
に
規
定
す
る
休
憩
時
間
を
十
五
分
を
単
位
と
し
て
延
長
し
た
時
間
と
し
、

そ
の
勤
務
時
間
に
つ
い
て
は
、
第
一
条
に
規
定
す
る
勤
務
時
間
の
始
業
の
時
刻
を
当
該
延
長
し
た
休

憩
時
間
と
同
一
の
時
間
繰
り
上
げ
た
時
刻
を
始
業
の
時
刻
と
し
、
又
は
同
条
に
規
定
す
る
勤
務
時
間

の
終
業
の
時
刻
を
当
該
延
長
し
た
休
憩
時
間
と
同
一
の
時
間
繰
り
下
げ
た
時
刻
を
終
業
の
時
刻
と
す

る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
始
業
の
時
刻
は
午
前
七
時
以
後
に
、
終
業
の
時
刻
は
午
後
十
時
以
前
に

設
定
す
る
も
の
と
す
る
。

（
休
憩
時
間
を
追
加
す
る
職
員
の
勤
務
時
間
及
び
休
憩
時
間
の
特
例
）

第�

八
条　

条
例
第
六
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
職
員
の
休
憩
時
間
を
追
加
す
る
場
合
に
お
け
る
当
該

職
員
の
勤
務
時
間
及
び
休
憩
時
間
は
、
第
一
条
及
び
第
二
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
休
憩
時

間
に
つ
い
て
は
、
第
二
条
に
規
定
す
る
休
憩
時
間
と
は
別
の
時
間
帯
に
一
時
間
、
三
十
分
又
は
十
五

分
の
休
憩
時
間
を
置
く
も
の
と
し
、
そ
の
勤
務
時
間
に
つ
い
て
は
、
第
一
条
に
規
定
す
る
勤
務
時
間

の
始
業
の
時
刻
を
当
該
追
加
し
た
休
憩
時
間
と
同
一
の
時
間
繰
り
上
げ
た
時
刻
を
始
業
の
時
刻
と

し
、
又
は
同
条
に
規
定
す
る
勤
務
時
間
の
終
業
の
時
刻
を
当
該
追
加
し
た
休
憩
時
間
と
同
一
の
時
間

繰
り
下
げ
た
時
刻
を
終
業
の
時
刻
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
始
業
の
時
刻
は
午
前
七
時
以
後

に
、
終
業
の
時
刻
は
午
後
十
時
以
前
に
設
定
す
る
も
の
と
す
る
。

　

附
則
の
次
に
次
の
別
表
を
加
え
る
。

別
表
（
第
四
条
関
係
）勤　

　

務　
　

時　
　

間

午
前
七
時
か
ら
午
後
三
時
四
十
五
分
ま
で

午
前
七
時
十
五
分
か
ら
午
後
四
時
ま
で

午
前
七
時
三
十
分
か
ら
午
後
四
時
十
五
分
ま
で

午
前
七
時
四
十
五
分
か
ら
午
後
四
時
三
十
分
ま
で

午
前
八
時
か
ら
午
後
四
時
四
十
五
分
ま
で

午
前
九
時
か
ら
午
後
五
時
四
十
五
分
ま
で

午
前
九
時
十
五
分
か
ら
午
後
六
時
ま
で

午
前
九
時
三
十
分
か
ら
午
後
六
時
十
五
分
ま
で

　
　
　

附　

則

　

こ
の
訓
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。


